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北病棟チームカンファレンス記録
平成２２年　７月　２７日（火）
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出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（印）する事。

＜連絡事項＞
・7/27、7/28に院内研修がありますので、各自参加して下さい。

・納涼会の会費を払っていない方は、法人行事運営委員まで支払うようお願いします。

　7/30までとなっていますので、期日厳守でお願い致します。（深夜入り、準夜勤務の方は必要ありません。）

・処方、処置版の確認漏れがあります。服薬二重チェックも含めて、確認漏れがないようにしていきましょう。

・日用品は、他病棟から借りることのないよう、不備のないように発注していきましょう。

・8/25（水）17：30～18：30第２回法人研修があります。
場所：メンタルケア病棟　メモリアルホール
テーマ：「身体の健康を考える」
講師：青森大学　薬学部　薬学科　
　　　教授・学部次長　徳光　幸子様
事前に出欠の記入をお願い致します。
Wizの書籍フォルダー⇒教育委員会⇒平成22年度⇒法人研修⇒第2回法人研修⇒「出欠表」へお願いします。

・他病棟にて、Ｄｒの指示通りにＤＩＶを行わなかった事故がありました。スタッフ間の情報共有は徹底し、引継ぎ漏れのないように努めましょう。

＜患者様連絡事項＞

・加賀谷　芙美子様～カリーユニ点眼液、ヒアレイン点眼液が各1本処方となっています。使用期限を守れるよう指導していきましょう。

・清川　厚子様～カリーユニ点眼液を処方して欲しいと希望しています。7/16に処方と

なっており、使用期限を守れず、使いすぎる傾向があります。使用状

況の確認をし、明日の診察時、主治医へ情報提供していきましょう。

※目薬など自己管理している方の使用状況は都度確認していきましょう。

・伊藤　雄一様～8/1（日）9：30～15：00まで、図書情報センターへ外出希望あります。

主治医へ情報提供し確認していきましょう。

・布施　邦雄様～8/7（土）10：00～8/9（月）16：00まで、外泊希望あります。目的は部屋の掃除を行って来ると話しています。許可とならない場合のみ連絡が欲しいとお父様話しています。主治医へ情報提供し確認していきましょう。

　

※お盆外泊の依頼が増えていますので、日程の間違い等ないよう注意していきましょう。

・久保　清美様～本日スタッフ付き添いにてデイケア・ナイトケア見学へ行かれています。時折、ぼんやりしている事がありますが、わからない事は自らスタッフへ聞いています。緊張した様子もありますが、知り合いの入所者様へ声を掛けられると笑顔見られています。見学後の感想としては、「運動できる所があっていいが長い時間いるのは大変だ。」と話しています。

＜野沢Dr皮膚科診察＞

・十日市　利喜様～右胸に癤みられている為、アズクロ１回/日塗布の指示でています。又、クラビット（500）1T　1×昼/3日分処方となっています。

　　　　　　　　　本人は、痛くも痒くもないと話しています。皮膚状態の観察をしていきましょう。　

・日向端　庸男様～右大腿部に引っかき傷が多数あり、臨時薬処方となっています。

7/29夕～デキサメサゾン（0.5）4T　2×朝・夕/2T

7/31夕～デキサメサゾン（0.5）3T（2-1）2×朝・夕/2T

8/2夕～デキサメサゾン（0.5）2T　2×朝・夕/2T

8/5夕～デキサメサゾン（0.5）1T　1×朝/2T


　　　　皮膚を保清し、引っかき傷を今以上増やさないよう、皮膚状態の観察

を行っていきましょう。

・駒木　洋士様～両下肢の急性湿疹あるため、デルモゾールG軟膏１回/日塗布の指示でています。皮膚を清潔に保つようにし、引き続き皮膚状態の観察を行っていきましょう。

＜田名部Ｄｒ診察状況＞

・飯豊　信雄様～イライラなく落ちついて過ごされている事、服薬自己管理7日分問題

なく出来ている事情報提供しています。少し前に、易怒的となる事あ

り、明日の定期薬からバレリン（100）3Ｔ　3×ndE追加処方となる事

　　　　　　　　主治医より説明し本人も了解しています。引き続き、精神症状の観察を行っていきましょう

・加賀谷　芙美子様～最近、ズボンの上にスカートを履いていたり、インシュリンの時間に軟膏を塗って下さいと話して来る事情報提供しています。主治医が再度確認すると本人頷き認めています。

・倉橋　生子様～主治医へ話したいことがあるとメモに沢山書いて読みあげています。周りが見えすぎて皆に全て見られているようだ。薬・ご飯に行きたくなくなる。ボケの症状が出てきているのか。同室者とも話をしたり、しなかったりと仲が悪いわけではない。北に来てから人間関係が難しいと話しています。また、主治医に対して、ただ話を聞くだけではなく指示をしてほしいと話しています。主治医からは、今までのように過ごしていれば良い事をアドバイスしています。

・菊地　明子様～不安の症状なく、過ごされている事情報提供しています。本人から、2日位前から、気持ちの落ち込みがある。極端ではないが、前のようにならないようにしていますと話しています。表情には、ゆとりが見られています。今後について、主治医より自分でどのように考えているか尋ねられると、「1度は父の所に行ってみないといけないと思います。」と話しています。
































































